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は
じ
め
に

伊
藤
若
冲
（一
七
一
六
―
一
八
〇
〇
）は
十
八
世
紀
京
都
画
壇
で
活
躍
し
た
画
家
で
あ
り
、
彼

の
作
品
の
中
で
、
逸
格
描
法
、
モ
ザ
イ
ク
画
、
枡
目
画
、
枡
目
描
き
と
称
さ
れ
て
き
た
一
連
の
絵
画

群
は
若
冲
独
特
の
絵
画
表
現
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
技
法
を
め
ぐ
っ
て
は
、
中
国
・朝
鮮
由
来

の
紙
織
画
や
、
染
織
品
の
下
図
等
が
そ
の
着
想
源
と
し
て
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
特
に
一
九
九
九
年

に
泉
美
穂
氏
が
提
示
し
た
西
陣
織
の
下
図「
正
絵
」は
、
描
か
れ
た
図
様
に
経
線
と
緯
線
を
引
く
画

面
が
本
作
品
群
を
想
起
さ
せ
る
上
、
若
冲
の
関
係
人
物
に
西
陣
の
織
元
・金
田
忠
兵
衛
の
存
在
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
若
冲
が
こ
の
描
法
を
発
意
す
る
に
あ
た
っ
て
受
容
し
た
候
補
の
一
つ
と
し
て
多
く

の
研
究
者
か
ら
重
要
視
さ
れ
て
き
た

1)

。
た
だ
し
、
現
在
に
至
る
ま
で
枡
目
描
き
と「
正
絵
」と
の
関

係
に
更
な
る
検
討
を
行
っ
た
論
考
は
見
出
さ
れ
な
い
。
こ
れ
は
、「
正
絵
」が
あ
く
ま
で
下
図
で
あ
る

こ
と
、
織
屋
で
保
管
さ
れ
、
本
来
は
門
外
不
出
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
研
究
の
進
展
を
困
難
に
さ

せ
て
い
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
近
年
西
陣
織
の
下
絵
の
流
出
が
は
じ
ま
り
、
二
〇
〇
六

年
に
は「
正
絵
」の
展
覧
会
が
立
命
館
大
学
ア
ー
ト
・リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
る
な
ど
、
西

陣
織
研
究
を
見
直
す
機
運
は
少
し
ず
つ
高
ま
り
を
見
せ
は
じ
め
て
い
る

2）

。
ま
た
、「
枡
目
画
」作
品

群
は
、
多
く
の
禽
獣
が
描
か
れ
た
画
面
や
、「
釈
迦
十
六
羅
漢
」を
描
い
た
も
の
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

吉
祥
図
と
い
っ
た
中
国
画
題
と
仏
教
的
な
主
題
が
重
な
る「
楽
園
」図
と
し
て
認
識
さ
れ
て
き
た

3)

。

さ
ら
に
は
、
当
時
の
博
物
学
の
隆
興
か
ら
、
異
国
の
動
物
を
描
い
た「
異
国
の
楽
園
」と
し
て
も
考
察

さ
れ
て
い
る

4)

。
し
か
し
、
何
故
禽
獣
と「
釈
迦
十
六
羅
漢
」を
描
い
た
の
か
、
依
然
と
し
て
具
体
的

な
主
題
が
指
し
示
さ
れ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。

本
稿
は

、「
枡
目
画
」作
品
を
め
ぐ
っ
て
、
ま
ず
、
泉
氏
が「
枡
目
画
」の
着
想
源
と
し
て
提
示
し
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伊藤若冲（1716-1800）は、近世京都画壇を代表する画家である。そして、若冲特有の

絵画表現とされる「枡目画」作品については、技法の着想源として舶来染織品、紙織画
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語』の記述と一致することから、作品の舞台が天竺であることを主張する。 

abstract 

Itô Jakuchû（1716-1800）is one of the leading painters of the Kyoto art 
scene in the Edo period.A painting technique unique to Jakuchû is his masume-
ga style that in its subject matter expresses an encyclopedic interest, in the 
natural world and foreign countries, often sourced from imported dyed goods 
and paintings on woven paper. In this article, I will reconsider the relationship 
between “shô-e” that is, the underdrawings for Nishijin-ori textiles, and  
“Jakuchū’s Masume-ga” - works, and argue that works such as “Trees, Flowers, 
Birds, and Animals” and “Shaka and the Sixteen Arhats” are set in “Tenjiku”, 
a mythological representation of India, as their contents match the descriptions 
in “Tale of Tokubei who went to India ” 
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若
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画
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作
品
群
に
つ
い
て
の
再
考
―
表
現
技
法
と
主
題
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た「
正
絵
」を
、
泉
氏
の
提
示
し
た
資
料
等
への
批
判
を
行
っ
た
上
で
、
こ
れ
ま
で
若
冲
研
究
に
お
い
て

紹
介
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
西
陣
織
下
絵
資
料
を
紹
介
し
、
下
図
説
を
再
考
す
る
。
そ
の
上
で
、「
枡

目
画
」の
画
面
表
現
が
イ
ン
ド
（天
竺
）の
染
織
品
と
の
関
係
を
指
摘
さ
れ
て
き
た
こ
と
か
ら
、「
枡

目
画
」制
作
に
あ
た
っ
て
、『
天
竺
徳
兵
衛
物
語
』が
テ
キ
ス
ト
と
し
て
使
用
さ
れ
た
可
能
性
を
さ
ぐ

り
、「
枡
目
画
」作
品
の
舞
台
と
な
る
異
国
が
こ
れ
ま
で
言
及
さ
れ
て
き
た
中
国
・南
蛮
以
外
に
、
天

竺
を
念
頭
に
置
い
て
い
た
可
能
性
を
考
察
す
る
。 

 第
一
章 

先
行
研
究
と
新
資
料
紹
介 

画
面
全
体
を
方
眼
が
覆
う
よ
う
に
描
か
れ
た
特
異
な
作
品
群
は
、
現
在
四
点
が
確
認
さ
れ
て

い
る
。
そ
の
う
ち
、
現
存
す
る
の
は
、「
白
象
群
獣
図
」
（額
装
・個
人
蔵
、
図
１
）、「
鳥
獣
花
木
図
」

屏
風
（六
曲
一
双
・出
光
美
術
館〔
旧
プ
ラ
イ
ス
・コ
レ
ク
シ
ョ
ン
〕）、「
樹
花
鳥
獣
図
」屏
風
（六
曲
一

双
・静
岡
県
立
美
術
館
、
図
２
）の
三
点
で
あ
る
。「
樹
花
鳥
獣
図
」は
、
当
初
は「
百
獣
図
」の
み
が

確
認
さ
れ
て
い
た
が
、
後
に「
百
鳥
図
」が
発
見
さ
れ
、
現
在
は
こ
の
二
隻
を
一
双
に
し
て
紹
介
さ

れ
て
い
る
。 

ま
た
、
図
版
の
み
で
確
認
さ
れ
て
い
る
も
の
に「
釈
迦
十
六
羅
漢
図
」屏
風
（八
曲
一
隻
、
図
３
）

が
あ
る
。
こ
れ
は
、
昭
和
八
（一
九
三
三
）年
刊
行
の『
臨
幸
記
念
名
家
秘
蔵
品
展
覧
会
図
録
』に
お

い
て
、
府
立
大
阪
博
物
場
の
所
蔵
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
所
在
は
現
在
判
明
し
て
い
な
い
。
先
行

研
究
に
お
い
て
は
、
混
同
を
避
け
る
た
め
、「
鳥
獣
花
木
図
」は
プ
ラ
イ
ス
本
、「
樹
花
鳥
獣
図
」は
静

岡
県
美
本
と
呼
称
さ
れ
て
き
た
こ
と
か
ら
、「
鳥
獣
花
木
図
」の
所
蔵
先
は
移
動
し
て
い
る
が
、
本

稿
で
も
こ
の
呼
称
を
使
用
す
る
。 

そ
れ
で
は
、
研
究
史
と
し
て
、
主
な
先
行
研
究
を
確
認
し
て
い
こ
う
。
こ
れ
ら
の
作
品
群
は
、
一

九
八
一
年
に
小
林
忠
氏
に
よ
っ
て
初
め
て
紹
介
さ
れ
た

5)

。
小
林
氏
は
、
プ
ラ
イ
ス
本
を
紹
介
す
る

に
あ
た
り
、「
藤
汝
鈞
印
」「
若
冲
居
士
」「
千
画
絶
筆
」の
貼
付
印
章
及
び「
高
錦
舎 

伊
藤
源
左
衛

門
」の
署
名
に「
斗
米
菴
」の
印
章
が
捺
さ
れ
た
書
付
が
あ
る「
白
象
群
獣
図
」を
提
示
す
る
こ
と
で
、

こ
の
方
眼
の
描
法
を
着
想
し
た
画
家
と
し
て
伊
藤
若
冲
を
挙
げ
た
。
制
作
年
代
に
お
い
て
は
、
若
冲

五
十
歳
代
後
半
か
ら
七
十
歳
代
前
半
に
あ
た
る
安
永
・天
明
（一
七
七
二
―
一
七
八
九
）期
に
お

い
て
い
る
。
ま
た
、
他
作
例
と
し
て
、「
釈
迦
十
六
羅
漢
図
」、
静
岡
県
美
本
の「
群
獣
図
」を
挙
げ
、

大
掛
か
り
の
屏
風
が
数
点
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
若
冲
単
独
で
の
制
作
で
は
な
く
、
工
程
の
一

部
分
に
関
与
、
あ
る
い
は
原
画
の
提
供
の
み
に
と
ど
ま
っ
た
可
能
性
を
提
唱
し
た
。
ま
た
、
小
林
氏

は
、
異
国
の
動
物
た
ち
と
い
う
主
題
か
ら
、
大
坂
の
豪
商
・吉
野
寛
斎
（五
運
）と
の
親
交
を
挙
げ
、

寛
斎
の
異
国
趣
味
と
の
共
通
項
を
指
摘
し
た
上
で
こ
の
描
法
の
着
想
源
は
舶
載
染
織
品
か
ら
の
刺

激
を
受
け
た
も
の
と
考
察
し
、
そ
の
根
拠
を
二
点
挙
げ
た
。
一
点
目
は
小
笠
原
小
枝
氏
に
紹
介
を

受
け
た
中
国
産
の
織
物
で
あ
る
刻
糸
と
の
近
似
、
二
点
目
は
プ
ラ
イ
ス
本
描
表
装
の
模
様
が
イ
ン
ド

更
紗
の
典
型
的
模
様
と
合
致
す
る
こ
と
で
あ
る
。
小
林
氏
の
紹
介
論
文
は
、
一
連
の
方
眼
描
き
の

作
品
を
紹
介
し
、
い
ち
早
く
工
房
作
の
可
能
性
を
提
示
し
た
こ
と
や
、
吉
野
寛
斎
と
の
交
遊
か
ら

異
国
趣
味
の
文
脈
で
主
題
を
読
み
解
い
た
こ
と
、
さ
ら
に
、
舶
載
染
織
品
と
の
画
面
の
共
通
性
を

指
摘
し
た
点
に
お
い
て
、
本
作
品
群
の
基
礎
論
文
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
。 

一
方
で
、
他
の
若
冲
研
究
者
に
お
け
る
作
品
の
見
解
を
み
て
い
く
と
、
佐
藤
康
宏
氏
は
一
九
八

七
年
、
一
九
九
一
年
の
作
品
解
説
に
お
い
て
、
若
冲
自
身
が
関
わ
っ
た
作
品
は「
白
象
群
獣
図
」「
釈

迦
十
六
羅
漢
図
」の
み
と
し
て
い
た
が
、
一
九
九
三
年
に
静
岡
県
美
本
・左
隻
の「
百
鳥
図
」が
発
見

さ
れ
て
以
降
は
、
静
岡
県
美
本
に
関
し
て
は
工
房
作
の
可
能
性
を
認
め
て
い
る

6)

。
ま
た
、
同
年
に

は
、
狩
野
博
幸
氏
が
作
品
解
説
に
お
い
て
、
屏
風
作
品
二
点
が
染
織
品
の
下
絵
で
あ
る
可
能
性
に

言
及
し
た

7)

。
先
に
挙
げ
た
小
林
忠
氏
、
佐
藤
康
宏
氏
、
狩
野
博
幸
氏
以
降
の
研
究
で
は
、
主
に
制

作
年
代
、
主
題
、
各
禽
獣
モ
チ
ー
フ
の
同
定
、
独
特
な
作
画
技
法
の
着
想
源
を
め
ぐ
っ
て
考
察
が
進

め
ら
れ
て
い
く
。 

主
題
に
つ
い
て
は
、
玉
蟲
玲
子
氏
が
、
プ
ラ
イ
ス
本
・静
岡
県
美
本
に
お
け
る
吉
祥
画
題
の「
百
鳥

図
」と
仏
教
主
題
の「
涅
槃
図
」と
の
類
似
か
ら「
仏
教
的
な
モ
テ
ィ
ー
フ
と
中
国
の
伝
統
的
な
モ
テ

ィ
ー
フ
が
共
存
す
る
画
面
、
あ
る
い
は
過
渡
的
な
主
題
を
も
つ
画
面
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
の
可
能

性
」を
挙
げ
、
作
品
二
点
を「
仮
想
の
楽
園
図
」と
称
し
た

8)

。
こ
の「
楽
園
」と
い
う
呼
称
を
巡
っ
て

は
、
泉
美
穂
氏
は「
楽
園
」が
明
治
以
降
の
外
来
語
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
若
冲
の
仏
教
への
帰
依

か
ら
よ
り
仏
教
的
な「
浄
土
」と
言
い
換
え
た

9)

。
し
か
し
、
山
口
真
理
子
氏
が
舶
載
蘭
書
に
載
る

西
洋
の
エ
デ
ン
を
描
い
た
楽
園
図
に
多
数
の
動
物
が
描
か
れ
て
お
り
、
屏
風
作
品
の
情
景
と
近
似
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
屏
風
作
品
を「
異
国
の
楽
園
」と
解
釈
す
る
な
ど
、「
楽
園
」と
い
う
表
現
は
玉

蟲
氏
以
降
の
研
究
で
も
繰
り
返
さ
れ
て
い
る

10)

。
こ
の「
楽
園
」と
い
う
呼
称
に
つ
い
て
だ
が
、
江
戸

時
代
の
キ
リ
シ
タ
ン
語
で「
は
ら
い
そ
（パ
ラ
ダ
イ
ス
）」が
あ
る
も
の
の
、
語
と
し
て
の「
楽
園
」自
体
の

初
出
は
福
沢
諭
吉『
文
明
論
之
概
略
』（一
八
七
五
年
）で
あ
り
、
泉
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
近
代

以
降
に
定
着
し
た
語
と
考
え
ら
れ
る

11)

。
や
は
り
、
本
作
品
群
に「
楽
園
」と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
重

ね
る
こ
と
に
は
再
考
の
余
地
が
あ
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
屏
風
作
品
画
中
の
動
物
の
本
格
的
な
同
定

作
業
に
お
い
て
は
、
山
下
善
也
氏
が
先
鞭
を
つ
け
ら
れ
た
の
ち
、
山
口
氏
、
藤
井
菜
都
美
氏
、
内
山

 
(2)
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淳
一
氏
が
進
め
ら
れ
、
鳥
類
図
譜
や
見
世
物
を
記
録
し
た
同
時
代
資
料
や
同
時
代
画
家
の
群
獣

図
に
、
若
冲
作
品
と
類
似
し
た
図
様
の
動
物
が
散
見
さ
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る

12)

。

最
後
に
、
独
特
な
作
画
技
法
の
着
想
源
を
め
ぐ
っ
て
は
、
作
品
紹
介
当
時
か
ら
小
林
忠
氏
が
中

国
の
織
物
で
あ
る
刻
糸
を
は
じ
め
と
す
る
舶
載
染
織
品
の
影
響
下
に
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
が
、

吉
田
宏
志
氏
の
教
示
を
受
け
た
玉
蟲
氏
が
新
た
に
中
国
・朝
鮮
で
制
作
さ
れ
た
紙
を
編
ん
だ
形
状

の
紙
織
画
を
そ
の
候
補
に
挙
げ
た

13)

。
そ
の
後
、
泉
美
穂
氏
が
、
西
陣
織
の
下
図「
正
絵
」を
直
接
的

な
着
想
源
と
し
て
挙
げ
、
西
陣
織
物
商
・金
田
忠
兵
衛
が
若
冲
と
な
ん
ら
か
の
交
遊
関
係
が
あ
っ

た
可
能
性
を
提
示
し
た

14）

。
金
田
忠
兵
衛
は
、
若
冲
と
同
時
期
の
織
元
で
、
美
術
織
物
と
い
う
、
絵

画
作
品
の
筆
致
を
そ
の
ま
ま
、
掛
け
軸
や
衝
立
、
あ
る
い
は
屏
風
な
ど
の
織
物
で
仕
立
て
た
人
物
と

し
て
紹
介
さ
れ
て
き
た
。
金
田
忠
兵
衛
は
円
山
派
と
の
関
係
も
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
西
陣
織
「
正

絵
」説
は
、
森
充
代
氏
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
研
究
者
か
ら
有
力
視
さ
れ
る
説
と
な
っ
て
い
る

15）

。

し
か
し
、
紙
織
画
も
ま
た
重
要
な
候
補
の
一
つ
と
し
て
挙
げ
ら
れ
、
現
状
で
は
着
想
源
に
関
し
て
は
、

舶
来
染
織
品
、
紙
織
画
、「
正
絵
」説
が
並
列
し
て
紹
介
さ
れ
る
に
留
ま
る
。
多
く
の
研
究
者
が
こ

れ
ら
の
作
品
群
に
つ
い
て
考
察
を
進
め
て
い
る
が
、
以
下
の
三
点
の
認
識
が
ほ
と
ん
ど
の
研
究
者
の

間
で
共
有
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
一
点
目
は
、
本
作
品
群
独
特
の
描
法
や
図
様
は
若
冲
自
身
の
発
案

に
よ
る
も
の
だ
が
、
現
存
の
屏
風
作
品
に
つ
い
て
は
、
工
房
と
い
っ
た
若
冲
以
外
の
他
者
に
よ
る
制
作

で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
、
二
点
目
は
、
そ
の
画
題
に
中
国
や
南
蛮
への
異
国
趣
味
、
博
物
学
的

興
味
が
看
取
さ
れ
る
こ
と
、
三
点
目
は
、
絵
画
面
の
表
現
に
染
織
品
の
受
容
が
み
ら
れ
る
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。

ま
た
、
プ
ラ
イ
ス
本
に
関
し
て
は
、
以
前
か
ら
若
冲
の
真
作
、
工
房
作
、
そ
れ
と
も
後
代
の
模
倣

作
で
あ
る
か
と
い
っ
た
位
置
づ
け
を
巡
っ
て
、
討
議
が
行
わ
れ
て
き
た

16）

。
し
か
し
、
藤
井
菜
都
美
氏
、

佐
藤
氏
が
改
め
て
画
面
の
モ
チ
ー
フ
の
詳
細
な
検
討
を
行
い
、
例
え
ば
、
静
岡
県
美
本
の
左
隻
・左

上
に
お
け
る
葉
の
繁
み
が
プ
ラ
イ
ス
本
で
は
意
図
が
分
か
ら
な
い
球
体
に
な
っ
て
い
る
な
ど
、
プ
ラ

イ
ス
本
に
は
静
岡
県
美
本
か
ら
の
顕
著
な
写
し
く
ず
れ
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た

17）

。
本
稿
は
、
こ

の
両
氏
の
指
摘
に
同
意
し
、
プ
ラ
イ
ス
本
は
若
冲
自
身
が
関
わ
っ
て
い
な
い
模
倣
作
で
あ
る
と
い
う

立
場
を
と
る
。
ま
た
、「
白
象
群
獣
図
」は
若
冲
自
身
の
発
案
で
あ
り
、
少
な
く
と
も
画
面
の
完
成

ま
で
監
督
し
て
い
る
作
品
、「
釈
迦
十
六
羅
漢
図
」・静
岡
県
美
本
に
関
し
て
は
、
図
様
の
発
案
は
若

冲
に
よ
る
が
、
屏
風
作
品
の
大
画
面
と
い
う
特
徴
や
静
岡
県
美
本
の
彩
色
の
粗
雑
さ
か
ら
、
制
作

者
は
他
の
人
物
で
あ
る
可
能
性
を
認
め
た
上
で
、
論
考
を
進
め
る
。

以
上
で
主
だ
っ
た
先
行
研
究
を
俯
瞰
し
て
き
た
が
、
先
述
し
た
よ
う
に
、
若
冲
の
方
眼
で
画
面
を

覆
う
よ
う
な
一
連
の
作
品
の
着
想
源
に
つ
い
て
は
、
泉
氏
の
西
陣
織「
正
絵
」
が
有
力
な
候
補
と
し

て
現
在
ま
で
考
え
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
佐
藤
氏
は
林
守
篤
著
『
画
筌
』
（享
保
六
（一
六
二
一
）

年
刊
）の
記
述
を
紹
介
し
、
方
眼
を
ひ
い
て
モ
チ
ー
フ
を
調
整
す
る
と
い
う
描
法
は
絵
画
制
作
で
も

行
わ
れ
、
織
物
下
絵
だ
け
に
限
る
も
の
で
は
な
い
と「
正
絵
」説
に
対
し
て
否
定
的
な
見
解
を
示
し

て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
泉
氏
の
論
文
に
は
検
討
を
要
す
る
点
が
見
受
け
ら
れ
る

18）

。
ま
た
、
泉
氏
が

提
示
す
る
正
絵
資
料
と
、
今
回
、
染
織
技
術
史
の
藤
井
健
三
氏
か
ら
西
陣
織
に
関
す
る
知
見
を

得
て
、
新
た
に
資
料
と
し
て
紹
介
す
る
江
戸
時
代
の
下
絵
と
の
差
異
が
存
在
す
る
こ
と
か
ら
、
泉

論
文
全
体
の
再
検
討
を
行
い
た
い
。

ま
ず
、
泉
論
文
を
再
考
す
る
に
あ
た
っ
て
、
泉
氏
が
着
想
源
と
し
て
提
示
し
た
西
陣
織
の
下
図

「
正
絵
」に
つ
い
て
考
察
し
て
い
き
た
い
。
泉
氏
は
、
前
掲
論
文
に
お
い
て
、
現
在
の
織
物
に
お
け
る
紋

紙
制
作
の
手
順
を
説
明
し
て
い
る
。
捕
捉
を
加
え
な
が
ら
今
一
度
確
認
す
る
と
、
①
番
目
が
図
案

の
制
作
、
②
番
目
が
そ
の
図
案
を
方
眼
用
紙
に
実
物
大
で
描
き
写
す
と
い
う
紋
紙
意
匠
図
の
制
作
、

そ
の
後
③
番
目
に
紋
彫
と
い
う
、
紋
紙
に
穴
を
穿
つ
作
業
が
お
こ
な
わ
れ
、
④
番
目
に
紋
紙
を
錦

糸
な
ど
で
編
み
、
ジ
ャ
ガ
ー
ド
機
に
か
け
る
と
い
っ
た
手
順
で
あ
る
。
泉
氏
は
こ
の
う
ち
、
①
番
目
の

図
案
制
作
と
②
番
目
の
方
眼
用
紙
に
実
物
大
で
描
き
写
す
と
い
う
工
程
を
近
代
以
前
の
紋
紙
制

作
で
は
同
時
に
行
っ
て
い
た
可
能
性
を
秋
里
籬
島『
都
名
所
図
会
』巻
一
（安
永
九
（一
七
八
〇
）年

刊
）の「
西
陣
織
物
躰
」の
記
述
か
ら
指
摘
し
た
。
さ
ら
に
、
そ
の
工
程
で
で
き
た
図
を「
正
絵
」と
呼

び
、「
文
化
時
代
正
絵
帳
」と
い
う
資
料
を
そ
の
根
拠
と
し
て
提
示
し
た
。「
文
化
時
代
正
絵
帳
」は
、

元
井
能
氏
監
修
の『
近
世
正
絵
図
譜
』（一
九
七
一
年
、
光
琳
社
出
版
）で
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
残

念
な
が
ら
現
在
そ
の
行
方
は
分
か
っ
て
い
な
い
。『
近
世
正
絵
図
譜
』で
紹
介
さ
れ
る
正
絵
は
、
線
が

引
か
れ
て
い
る
も
の
も
あ
れ
ば
、
引
か
れ
て
い
な
い
も
の
も
あ
り
、
そ
の
形
状
も
ま
ば
ら
な
印
象
を

受
け
る
。
さ
ら
に
、
表
紙
に
は「
文
化
時
代
正
絵
帳
」と
い
う
墨
書
し
た
別
紙
が
貼
り
つ
け
ら
れ
て
い

る
そ
う
だ
が
、
奥
書
に
は
、「
明
治
三
十
三
年
六
月
一
日
受
領
」と
あ
る
。
こ
れ
ら
の
記
述
以
外
に

年
代
を
示
す
手
が
か
り
は
な
く
、
江
戸
時
代
の
資
料
と
断
定
し
難
い
。
ま
た
、
泉
氏
が
引
用
す
る

「
西
陣
織
物
躰
」（『
都
名
所
図
絵
』巻
一
）の「
そ
の
地
紋
を
紙
に
図
し
、
竪
横
に
糸
の
如
く
筋
を
引

き
、
花
に
は
糸
数
何
ほ
ど
と
定
め
」と
い
う
一
文
に
対
応
す
る
江
戸
時
代
の
下
絵
を
、
藤
井
健
三
氏

に
ご
教
示
い
た
だ
い
た
の
で
、「
枡
目
画
」作
品
と
比
較
し
た
い
（図
４
）
。
額
装
に
貼
り
つ
け
ら
れ
た

十
七
点
の
下
絵
は
、
近
代
以
降
に
現
在
の
形
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
う
ち
七
点
に
江
戸

時
代
の
年
号
が
記
さ
れ
て
い
る

19)

。
下
絵
を
み
て
い
く
と
、
モ
チ
ー
フ
は
ほ
ぼ
全
て
黒
の
点
描
に
黄

色
の
淡
彩
で
描
か
れ
、
お
よ
そ
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
間
隔
で
経
線
と
緯
線
が
引
か
れ
て
い
る
（図
５
、

(3)
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伊
藤
若
冲
「
枡
目
画
」
作
品
群
に
つ
い
て
の
再
考
―
表
現
技
法
と
主
題
―

６
）。
そ
の
間
を
一
ミ
リ
ご
と
に
紙
を
押
す
形
で
筋
が
空
引
き
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
は「
枡
目
画
」作

品
群
や
、「
文
化
時
代
正
絵
帳
」と
は
異
な
る
形
状
を
と
る
（図
７
）。
以
上
の『
近
世
正
絵
図
譜
』と

新
資
料
と
の
検
討
か
ら
、
泉
氏
が
考
察
し
た「
西
陣
織
の
正
絵
」を
若
冲
作
品
の
着
想
源
と
す
る
こ

と
は
困
難
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
も
そ
も
、「
正
絵
」と
い
う
呼
称
は
、
西
陣
織
業
界
で
は
、
ジ

ャ
ガ
ー
ド
機
に
至
る
ま
で
の
下
絵
を
混
合
し
て
使
用
さ
れ
る
向
き
も
あ
る
。
そ
の
た
め
、
本
稿
で
は

下
絵
も
し
く
は
図
案
と
い
う
呼
称
を
と
る
。

そ
れ
で
は
、
伊
藤
若
冲
の「
枡
目
画
」作
品
群
は
、
西
陣
織
の
下
絵
と
は
無
関
係
な
の
だ
ろ
う
か
。

こ
こ
で
、
西
陣
織
の
図
案
を
二
点
紹
介
し
よ
う
（図
８
、
９
）。
こ
の
二
点
は
、
い
ず
れ
も
そ
の
図
様
か

ら
昭
和
の
初
期
か
ら
中
期
と
考
え
ら
れ
る
が
、
西
陣
織
の
帯
の
原
寸
大
の
図
案
で
あ
る
。
い
ず
れ
も

絵
具
が
重
な
り
合
う
濃
彩
で
鳥
や
花
と
い
っ
た
モ
チ
ー
フ
が
描
か
れ
、
う
ち
一
点
は
、
鉛
筆
で
経
線

と
緯
線
が
引
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
図
案
の
形
状
は
、「
枡
目
画
」作
品
の
う
ち「
白
象
群
獣
図
」
に

非
常
に
近
似
し
て
い
る
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
西
陣
織
業
界
で
は
、
こ
れ
ら
の
図
案
は
織

元
で
は
門
外
不
出
と
し
、「
ま
く
り
」
の
状
態
で
厳
重
に
保
管
さ
れ
、
あ
る
程
度
貯
ま
る
と
そ
の
ま

ま
処
分
さ
れ
て
い
た
そ
う
だ
。
そ
の
よ
う
な
扱
い
の
中
で
は
、
江
戸
時
代
の
も
の
が
残
っ
て
い
る
可
能

性
は
ま
ず
考
え
ら
れ
な
い
。
し
か
し
近
年
、
近
代
以
降
の
図
案
が
観
光
客
への
土
産
品
と
し
て
流
出

し
、
そ
の
存
在
が
徐
々
に
知
ら
れ
は
じ
め
て
い
る
。
今
後
の
下
絵
研
究
の
進
展
に
よ
っ
て
は「
枡
目
画
」

が
織
物
図
案
を
着
想
源
と
し
た
、
あ
る
い
は
織
物
図
案
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
可
能
性
も
検
討
で
き
る

だ
ろ
う
。
し
か
し
、
資
料
の
乏
し
い
現
状
で
は
、「
枡
目
画
」研
究
に
お
い
て
、
西
陣
織「
正
絵
」説
は

一
旦
留
保
す
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
以
上
で
泉
論
文
の
再
検
討
を
行
っ
て
き
た
が
、
泉
論
文

以
外
の
研
究
者
に
も「
枡
目
画
」と
染
織
品
と
の
関
わ
り
は
言
及
さ
れ
て
き
た
。
で
は
、
な
ぜ
染
織

品
と
の
関
係
が
指
摘
さ
れ
る
の
か
を
、
次
章
で「
枡
目
画
」の
主
題
の
典
拠
を
示
す
こ
と
で
考
察
し

た
い
。

第
二
章
「
枡
目
画
」作
品
の
主
題
に
つ
い
て
―
天
竺
（イ
ン
ド
）と
唐
（中
国
）―

「
枡
目
画
」作
品
群
の
先
行
研
究
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
頻
繁
に
祇
園
祭
の
山
鉾
の
懸
装
品
で
あ

る
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
と
の
近
似
性
が
言
及
さ
れ
て
き
た
。
原
色
の
色
使
い
や
、
方
形
を
重
ね
た
画
面
表

現
が
視
覚
的
に
織
物
と
似
通
っ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
た
だ
、
あ
く
ま
で
目
が
向
け
ら
れ
て
き
た
の

は
中
国
や
西
洋
由
来
の
織
物
の
み
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
近
年
、
鎌
田
由
美
子
氏
が
、
祇
園
祭
に
お

い
て
ペ
ル
シ
ャ
や
イ
ン
ド
由
来
の
絨
毯
が
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
懸
装
品
で
使
用
例
が
多
い
南
イ
ン

ド
・デ
カ
ン
産
の
絨
毯
は
目
が
粗
い
も
の
が
多
く
、「
枡
目
画
」作
品
群
と
似
た
印
象
を
受
け
る
こ
と

か
ら
、「
枡
目
画
」作
品
の
着
想
源
の
候
補
と
し
て
イ
ン
ド
絨
毯
を
挙
げ
て
い
る

20）

。
さ
ら
に
、
プ
ラ

イ
ス
本
で
は
あ
る
も
の
の
、
小
林
氏
に
よ
っ
て
、
画
中
の
描
表
具
が
イ
ン
ド
更
紗
の
柄
で
あ
る
こ
と
が

特
定
さ
れ
て
い
る
２1)

。「
枡
目
画
」作
品
群
の
主
題
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
、
静
岡
県
美
本
・プ
ラ
イ

ス
本
そ
し
て「
十
六
羅
漢
図
」を
中
心
に
異
国
趣
味
を
反
映
さ
せ
た
よ
う
な
画
面
か
ら
、
中
国
・朝

鮮
や
さ
ら
に
は
南
蛮
の
イ
メ
ー
ジ
を
重
ね
た「
仮
想
の
楽
園
」、「
異
国
の
楽
園
」と
い
う
言
葉
が
用

い
ら
れ
て
き
た

22）

。
ま
た
、「
草
木
国
土
悉
皆
成
仏
」の
よ
う
な
、
仏
教
的
思
想
を
画
面
か
ら
く
み
取

り
、
仏
教
絵
画
と
し
て
み
る
向
き
も
存
在
す
る

23）

。
し
か
し
、
異
国
の
例
と
し
て
、
仏
教
の
誕
生
地
・

天
竺
が
先
行
研
究
に
お
い
て
取
り
上
げ
ら
れ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。
天
竺
は「
本
朝
（日
本
）・震
旦

（中
国
）・天
竺
（イ
ン
ド
）」と
い
う
古
来
の
三
国
観
の
枠
組
み
の
一
つ
で
あ
る
。
例
え
ば
、
平
安
時
代

後
期
に
成
立
し
た
説
話
集『
今
昔
物
語
集
』は
こ
の
三
国
を
軸
に
編
集
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
、
今
日
で

は
、
近
世
史
に
お
い
て
頻
繁
に
交
流
が
あ
っ
た
中
国
・朝
鮮
半
島
や
南
蛮
ほ
ど
天
竺
は
重
要
視
さ
れ

て
こ
な
か
っ
た

24）

。
し
か
し
近
年
、
石
崎
貴
比
古
氏
が
、
江
戸
時
代
に
お
い
て
は
異
国
の
知
識
が
手
に

入
り
や
す
い
知
識
人
と
そ
う
で
な
い
民
衆
と
の
間
で
は
天
竺
認
識
への
落
差
が
あ
り
、
民
衆
に
と
っ

て
天
竺
は
依
然
と
し
て
重
要
な
異
国
の
一
つ
で
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る

25）

。
さ
ら
に
は
、

小
松
和
彦
氏
が
、
近
世
に
い
た
る
ま
で
の
日
本
絵
画
に
お
い
て
、
天
竺
と
い
う
土
地
を
描
く
際
、
中

国
の
風
俗
の
引
用
に
よ
っ
て
唐
風
の
天
竺
が
描
か
れ
て
き
た
こ
と
を
指
摘
す
る

26）

。
絵
画
作
品
に
お

い
て
も
、
依
然
と
し
て
天
竺
と
い
う
国
は
存
在
し
て
い
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

こ
れ
ら
近
年
の
イ
ン
ド
・天
竺
研
究
を
鑑
み
る
と
、
伊
藤
若
冲
が
ま
ず
思
い
描
い
た
異
国
は
、
天

竺
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
仮
説
を
検
証
す
る
た
め
に
、
石
崎
氏
が
民
衆
の
天
竺
意
識
の
一

例
と
し
て
取
り
上
げ
た『
天
竺
徳
兵
衛
物
語
』（宝
永
四
（一
七
〇
七
）年
記
）を
見
て
い
こ
う
。

天
竺
徳
兵
衛
は
、
歌
舞
伎
の
登
場
人
物
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
元
来
は
、
寛
永
（一
六

二
四
―
一
六
四
五
）期
に
天
竺
へ渡
海
し
、
そ
こ
で
の
見
聞
記
を
著
し
た
人
物
の
異
名
と
さ
れ
る

27）

。

見
聞
記『
天
竺
徳
兵
衛
物
語
』は
現
実
離
れ
し
た
猥
雑
な
話
が
載
る
内
容
で
は
あ
る
が
、
異
国
の
情

報
を
も
た
ら
す
も
の
と
し
て
写
本
で
広
ま
っ
て
い
っ
た

28）

。
村
上
石
田
著
・中
井
藍
江
画『
播
磨
名
所

巡
覧
図
会
』巻
三
（享
和
三
（一
八
〇
三
）年
序
・跋
）に
は
、
天
竺
徳
兵
衛
の
住
居
が
名
所
と
し
て

紹
介
さ
れ
、
徳
兵
衛
の
伝
聞
を
元
に
描
い
た
暹
羅
（し
や
む
）国
の
図
（図
１０
）が
掲
載
さ
れ
て
い
る

29）

。
天
竺
徳
兵
衛
宅

高
砂
船
頭
町
に
赤
穂
屋
徳
兵
衛
と
て
今
に
相
續
す
る
事
五
代

先
は
慶
長

(4)
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十
七
年
丑
年
出
生
の
者
に
て
寛
永
三
寅
年
十
五
歳
に
て
天
竺
へ渡
り
延
宝
八
年
六
十
九
歳

に
て
剃
髪
し
法
名
を
宗
心
と
い
ふ

30） 

 
こ
の
記
述
自
体
は
若
冲
没
後
の
も
の
で
は
あ
る
が
、
天
竺
徳
兵
衛
の
家
が『
播
磨
名
所
巡
覧
図
会
』

の
時
代
ま
で
存
続
し
て
い
る
と
い
う
事
実
は
興
味
深
い
。
す
く
な
く
と
も
、
徳
兵
衛
宅
が
名
所
と
な

り
、
聞
書
を
元
に
し
た
図
が
付
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、『
天
竺
徳
兵
衛
物
語
』は
一
世
紀
を
通
じ

て
人
口
に
膾
炙
し
た
天
竺
見
聞
記
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。 

そ
し
て
、
そ
の
広
ま
り
を
反
映
し
て
か
、
十
八
世
紀
の
半
ば
に
は
芝
居
の
登
場
人
物
と
し
て
天
竺

徳
兵
衛
が
表
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
鵜
飼
伴
子
氏
に
よ
る
と
、「
天
竺
徳
兵
衛
」の
役
名
が
確
認
で

き
る
最
も
早
い
劇
作
品
は
元
文
二
（一
七
三
七
）年
十
一
月
・江
戸
市
村
座
上
演
の
歌
舞
伎『
源
氏

雲
扇
芝
』で
あ
る

31）

。
こ
の
時
点
で
は
天
竺
徳
兵
衛
は
あ
く
ま
で
日
本
人
の
悪
人
で
あ
る
が
、
寛
保

二
（一
七
四
二
）年
二
月
、
河
原
崎
座
で
の
歌
舞
伎『
紅
白
和
曽
我
』で
は
明
の
逆
賊
と
し
て
登
場
し

た
ら
し
い
。
宝
暦
五
年
一
月
に
は
江
戸
・中
村
座
で
の
歌
舞
伎『
若
緑
錦
曽
我
』で
日
本
を
滅
ぼ
そ

う
と
異
国
か
ら
や
っ
て
き
た
脇
役
と
し
て
天
竺
徳
兵
衛
が
再
び
現
れ
、
宝
暦
七
年
一
月
に
は
徳
兵

衛
が
主
人
公
と
な
る
歌
舞
伎『
天
竺
徳
兵
衛
聞
書
往
来
』が
大
阪
で
上
演
さ
れ
る
３2）

。
そ
の
後
、
宝

暦
十
三
年
に
は
近
松
半
二
に
よ
る
人
形
浄
瑠
璃『
天
竺
徳
兵
衛
郷
鏡
』が
大
坂
・竹
本
座
で
、
文
化

元
年
七
月
に
は
鶴
屋
南
北
に
よ
る
歌
舞
伎
『
天
竺
徳
兵
衛
韓
噺
』が
江
戸
・河
原
崎
座
で
上
演
さ

れ
、
他
に
も『
音
菊
天
竺
徳
兵
衛
』な
ど
、
草
双
紙
に
い
た
る
ま
で
お
び
た
だ
し
い
数
の
後
続
作
品
が

続
き
、「
天
徳
も
の
」と
し
て
芸
能
作
品
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
と
な
っ
て
い
る
。 

こ
れ
ら
の
芸
能
作
品
の
中
で
の
天
竺
徳
兵
衛
は
、
天
竺
に
渡
海
し
た
経
験
が
有
る
キ
リ
シ
タ
ン
の

妖
術
使
い
で
、
朝
鮮
国
の
臣
下
の
血
を
ひ
く
と
い
う
荒
唐
無
稽
な
人
物
と
し
て
、
国
文
学
の
分
野
で

は
、
渡
航
が
制
限
さ
れ
て
い
た
江
戸
時
代
の
人
々
の
異
国
に
対
す
る
憧
れ
や
蔑
視
、
恐
怖
心
な
ど

が
混
濁
し
た
姿
と
解
釈
さ
れ
て
き
た

33）

。「
枡
目
画
」研
究
で
は
南
蛮
と
の
関
り
を
強
く
示
さ
れ
て

き
た
が
、
十
八
世
紀
半
ば
か
ら
の「
天
徳
も
の
」の
隆
盛
を
鑑
み
る
に
、「
枡
目
画
」制
作
時
は
天
竺

も
ま
た
大
衆
の
関
心
を
惹
く
異
国
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
伊
藤
静
香
氏
の
江
戸
時
代
に
お

け
る
異
国
情
報
の
研
究
に
よ
る
と
、
演
劇
の「
天
竺
徳
兵
衛
」は
娯
楽
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
虚
実
入
り

混
じ
る
異
国
の
情
報
を
伝
え
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う

34）

。
さ
ら
に
、
伊
藤
氏
は
天
竺
徳
兵
衛
の
見

聞
記
が
寺
島
良
安『
和
漢
三
才
図
会
』（正
徳
二
（一
七
一
二
）年
）で
天
竺
の
地
理
情
報
を
伝
え
る

も
の
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
指
摘
す
る
。 

『
天
竺
徳
兵
衛
物
語
』に
は
、
天
竺
や
そ
の
周
辺
諸
国
の
情
景
描
写
が
ふ
ん
だ
ん
に
織
り
込
ま
れ

て
お
り
、『
和
漢
三
才
図
会
』に
取
り
上
げ
ら
れ
る
ほ
ど
、
こ
の
見
聞
記
は
渡
航
が
制
限
さ
れ
た
江

戸
時
代
半
ば
に
あ
っ
て
天
竺
を
知
る
た
め
の
重
要
な
テ
キ
ス
ト
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
描
写
に
は
、

「
枡
目
画
」作
品
の
景
色
と
重
な
る
点
が
見
受
け
ら
れ
る
た
め
、
若
冲
が
こ
の
テ
キ
ス
ト
を
絵
画
制

作
の
上
で
参
考
に
し
た
可
能
性
を
考
察
し
た
い
。
そ
れ
で
は
、
見
聞
記
『
天
竺
徳
兵
衛
物
語
』に
お

け
る
異
国
の
描
写
を
確
認
し
て
い
こ
う
。
ま
ず
、
静
岡
県
美
本
・「
白
象
群
獣
図
」の
重
要
な
テ
ー
マ

と
な
る
動
物
に
つ
い
て
だ
が
、『
天
竺
徳
兵
衛
物
語
』に
は
以
下
の
描
写
が
見
出
さ
れ
る

35）

。 

・「
け
だ
も
の
類
、
虎
、
象
、
猪
（獅
子 

唐
鹿 

別
本
）な
ど
多
く
御
座
候
、
象
は
国
王
の
ぞ
う
部
屋

あ
つ
ら
へ置
き
、
か
ひ
申
し
候
」 

・「
牛
は
こ
れ
は
無
き
よ
り
、
水
牛
御
座
候
、
百
姓
ど
も
、
日
本
の
牛
の
ご
と
く
水
牛
を
か
ひ
入
れ
、

車
牛
に
遣
ひ
申
し
候
、
馬
は
、
日
本
の
馬
よ
り
少
し
小
ぶ
り
に
御
座
候
、
猿
は
こ
れ
無
く
候
」 

・「
じ
や
か
う
犬
は
、
鉄
砲
に
て
打
ち
申
し
候
」 

・「
孔
雀
は
家
々
に
鶏
の
如
く
飼
ひ
申
し
候
。
鳳
凰
空
を
飛
び
候
へば
、
家
内
え
に
げ
込
み
申
し
候
、

鳳
凰
、
孔
雀
を
と
り
申
し
候
ゆ
え
」 

・「
と
び
、
か
ら
す
御
座
候
、
鳶
は
日
本
の
と
び
の
毛
色
に
て
御
座
候
、
鳥
は
黒
く
は
こ
れ
無
く
、
残

ら
ず
白
く
御
座
候
」 

な
ど
、「
枡
目
画
」
作
品
に
登
場
す
る
禽
獣
（
虎
、
象
、
猪
、
唐
鹿
、
水
牛
、
馬
、
じ
や
か
う
犬
、

（猫
か
）孔
雀
、
鳳
凰
等
）の
存
在
が
語
ら
れ
て
お
り
、
動
物
の
種
類
は
ほ
ぼ
一
致
す
る
。
日
本
の
動

物
と
の
違
い
を
語
っ
た
も
の
や
、
空
想
上
の
動
物
で
あ
る
は
ず
の
鳳
凰
が
孔
雀
を
食
ら
う
と
い
っ
た

訝
し
い
話
が
多
い
。
多
く
の
動
物
が
お
り
、
鳳
凰
ま
で
も
が
登
場
し
、
牛
で
は
な
く
水
牛
が
存
在
す

る
こ
と
、
鳥
と
同
じ
サ
イ
ズ
で
描
か
れ
る
小
ぶ
り
な
馬
や
黒
い
烏
の
不
在
と
い
っ
た
情
報
は
、
静
岡

県
美
本
に
描
か
れ
た
画
面
と
変
わ
ら
な
い
。
静
岡
県
美
本
・「
白
象
群
獣
図
」に
は
猿
が
描
か
れ
て

お
り
、「
猿
は
こ
れ
無
く
候
」
と
い
う
文
言
と
の
食
い
違
い
が
あ
る
が
、
画
題
と
し
て
も
扱
わ
れ
る

「
猿
猴
捉
月
」は
天
竺
の
猿
の
話
で
あ
る
。
写
本
に
よ
っ
て
動
物
の
種
類
に
差
異
も
あ
り
、
全
体
的
に

見
れ
ば『
天
竺
徳
兵
衛
物
語
』の
動
物
と「
桝
目
画
」中
の
動
物
は
重
な
る
と
み
て
差
し
支
え
な
い
。 

次
に
、
風
景
に
つ
い
て
、
物
語
中
で
は
、「
り
ゆ
う
さ
川
」と
い
う
川
を
進
ん
で
い
く
よ
う
に
記
録

さ
れ
、
ま
た
、
中
天
竺
摩
訶
陀
国
の
情
景
描
写
で
は
、 

・「
国
の
奥
に
高
山
多
く
候
へど
も
、
海
上
よ
り
は
山
は
一
向
見
え
申
さ
ず
候
」 

・「
山
と
申
す
も
の
、
近
所
に
は
見
へ申
さ
ず
候
」 

と
あ
る
。
静
岡
県
美
本
に
目
を
向
け
る
と
、
非
常
に
平
坦
な
地
面
の
向
こ
う
側
に
、
水
辺
の
風
景

が
広
が
っ
て
い
る
。
ま
た
、
馬
や
鴨
が
波
間
に
描
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
海
と
い
う
よ
り
も
、
川
の
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光
景
を
表
し
て
い
る
と
い
え
る
。
他
の
項
目
で
山
に
関
す
る
記
述
は
み
え
る
が
、
船
で
進
む
見
聞
記

と
い
う
性
格
上
、
こ
の
情
景
が
静
岡
県
美
本
に
採
用
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ま
た
、
樹
木
に
つ
い
て
の
記
述
も
あ
り
、
松
は
な
く
香
木
が
主
で
、
日
本
の
梨
を
大
き
く
し
た
よ
う

な「
や
し
」と
い
う
果
物
が
な
る
と
い
う
記
述
は
、
静
岡
県
美
本
画
中
の
樹
木
に
な
る
大
き
な
黄
色

い
果
物
の
姿
に
通
じ
る
。
さ
ら
に
、『
天
竺
徳
兵
衛
物
語
』は
、
仏
教
の
祖
国
・天
竺
に
関
す
る
記
録

だ
け
あ
り
、
仏
教
的
モ
チ
ー
フ
が
随
所
に
散
見
さ
れ
る
。

・「
達
磨
大
師
誕
生
の
処
」

・「
涅
槃
像
の
釈
迦
」

・「
立
像
の
釈
迦
」

・「
空
海
と
文
殊
と
知
恵
争
い
成
し
た
る
処
」

・「
須
達
長
者
」

・「
霊
鷲
山
」

・「
釈
迦
如
来
説
法
の
折
」

な
ど
、
伝
説
が
入
り
混
じ
る
内
容
は
、
江
戸
時
代
に
お
け
る
仏
教
の
民
間
的
受
容
を
指
し
示
し
て

い
る
。
ま
た
、
釈
迦
如
来
が
説
法
を
し
た
場
所
の
説
明
に
お
い
て
、「
り
ゆ
う
さ
川
」に
お
お
い
か
か

る
座
禅
石
で「
諸
仏
座
禅
遊
ば
さ
れ
候
」と
い
う
記
述
は
、「
釈
迦
十
六
羅
漢
図
」の
情
景
を
彷
彿

と
さ
せ
る

36）

。
そ
の
上
、
釈
迦
如
来
ご
説
法
に
つ
い
て
の
逸
話
は
も
う
一
つ
あ
る
。

一
、
り
う
さ
川
に
、
（鯉

鮒

鱸

別
本
）い
ろ
ゝ
の
魚
あ
り
、
じ
や〔
蛇
〕多
く
御
座
候
、
面
は

日
本
の
牛
の
面
ら
の
大
き
さ
、
も
つ
と
も
角
は
こ
れ
無
く
候
、
長
さ
七
八
間
、
十
三
四
間
ま
で

も
こ
れ
あ
り
候
（中
略
）も
つ
と
も
足
四
つ
こ
れ
あ
り
、
鱗
の
大
き
さ
、
小
判
の
大
き
さ
ほ
ど
こ

れ
あ
り
、
色
は
青
く
黒
き
も
の
な
り

一
、
り
う
さ
川
の
じ
や
に
角
こ
れ
無
き
事
は
、
釈
迦
如
来
語
説
法
已
後
角
落
ち
、
今
は
こ
れ

無
き
よ
し
申
し
候

37）

蛇
と
い
う
、
四
つ
足
で
大
き
い
角
を
持
ち
、
青
黒
い
大
き
な
小
判
型
の
う
ろ
こ
を
も
つ
動
物
が

「
り
ゆ
う
さ
川
」に
い
た
が
、
釈
迦
の
説
法
後
に
角
が
抜
け
落
ち
た
と
い
う
こ
の
物
語
は
、
静
岡
県
美

本
右
隻
二
扇
目
の
水
犀
と
比
定
さ
れ
た
一
角
獣
を
想
起
さ
せ
る
（図
１１
）。
以
上
か
ら
、
静
岡
県

美
本
は
釈
迦
説
法
以
前
、「
釈
迦
十
六
羅
漢
図
」が
釈
迦
説
法
以
後
の
風
景
を
表
し
て
い
る
と
考
え

ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
田
沢
裕
賀
氏
が
プ
ラ
イ
ス
本
に
お
い
て
指
摘
さ
れ
た
、
畜
生
道
の
禽
獣
が
羅
漢

に
よ
っ
て
撫
育
教
化
・救
済
さ
れ
る
と
い
う
ス
ト
ー
リ
ー
に
一
致
す
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か

38）

。
そ

も
そ
も
、「
釈
迦
十
六
羅
漢
図
」は
画
題
上
、
南
蛮
や
中
国
で
は
な
く
、
釈
迦
が
い
た
土
地
・天
竺
が

そ
の
舞
台
と
な
ろ
う
。
そ
し
て
、
そ
れ
に
非
常
に
似
通
っ
た
画
面
で
あ
る
静
岡
県
美
本
も
ま
た
同
じ

土
地
を
描
い
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

た
だ
し
、「
白
象
群
獣
図
」に
つ
い
て
は
一
つ
疑
念
が
残
る
。
静
岡
県
美
本
・「
釈
迦
十
六
羅
漢
図
」

と「
白
象
群
獣
図
」は
、
白
象
な
ど
、
描
か
れ
る
動
物
は
共
通
し
て
い
る
も
の
の
、
異
な
る
画
面
展
開

を
行
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
そ
の
黒
地
の
背
景
は
、
屏
風
作
品
と
比
較
し
て
、
拓
版
画
と
い
っ
た

中
国
への
趣
向
に
寄
せ
て
い
る
印
象
を
受
け
る
。「
白
象
群
獣
図
」は
、
い
っ
た
い
何
を
表
し
て
い
る
の

だ
ろ
う
か
。

「
白
象
群
獣
図
」の
モ
テ
ィ
ー
フ
の
検
討
に
入
ろ
う
。「
白
象
群
獣
図
」は
、
白
象
を
中
心
に
、
麒
麟
、

猿
、
熊
、
栗
鼠
に
岩
石
が
描
か
れ
、
背
景
に
は
黒
地
に
水
流
の
よ
う
な
図
様
が
川
の
よ
う
に
流
れ
て

い
る
。
画
面
下
部
で
走
る
動
物
は
、
こ
れ
ま
で
の
先
行
研
究
で
は
鼬
と
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
象
の

鼻
に
つ
か
ま
る
栗
鼠
と
種
類
を
分
か
つ
ほ
ど
描
き
分
け
ら
れ
て
い
る
と
は
思
え
な
い
。
ま
た
、
栗
鼠

は
葛
叔
英
（松
田
）筆「
栗
鼠
図
」（十
四
世
紀
、
東
京
国
立
博
物
館
、
図
１２
）の
よ
う
に
中
国
絵
画

で
は
二
匹
で
描
か
れ
る
こ
と
も
多
い
上
、
葡
萄
栗
鼠
模
様
の
よ
う
に
、
西
域
伝
来
の
葡
萄
と
い
っ
た

異
国
の
モ
チ
ー
フ
と
組
み
合
わ
さ
れ
る
こ
と
、「
ク
リ
シ
ュ
ナ
物
語
図
掛
布
更
紗
」（イ
ン
ド
・十
八
世

紀
、
福
岡
市
美
術
館
）の
よ
う
に
、
イ
ン
ド
更
紗
に
は
木
の
周
辺
に
同
じ
小
動
物
が
二
匹
描
か
れ
る

例
が
散
見
さ
れ
る
た
め
、
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
栗
鼠
の
図
様
に
乗
っ
取
り
、
本
稿
で
は
こ
の
二
匹
を

栗
鼠
と
同
定
す
る
。

さ
ら
に
、
モ
チ
ー
フ
の
意
味
を
み
て
い
き
た
い
。
画
面
を
大
き
く
占
め
る
白
象
は
、
普
賢
菩
薩
が

乗
る
動
物
と
し
て
人
口
に
膾
炙
し
、
謡
曲「
江
口
」の
物
語
で
普
賢
菩
薩
が
遊
女
の
姿
と
な
っ
て
顕

現
し
た
と
い
う
展
開
か
ら
、
遊
女
と
組
み
合
わ
せ
て
描
か
れ
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
行
わ
れ
、
円
山
応

挙
（一
七
三
三
―
一
七
九
五
）筆「
江
口
君
図
」（寛
政
六
年
、
静
嘉
堂
文
庫
美
術
館
）な
ど
の
作
例

が
知
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、「
白
象
入
胎
」と
い
う
、
摩
耶
夫
人
が
釈
迦
を
妊
娠
す
る
と
き
に
、
腹
に

白
象
が
入
る
夢
を
み
た
と
い
う
伝
説
も
存
在
す
る
。
そ
し
て
、
象
の
周
り
を
取
り
囲
む
麒
麟
・猿
、

栗
鼠
は
い
ず
れ
も
中
国
で
吉
祥
の
モ
チ
ー
フ
と
し
て
扱
わ
れ
て
き
た
。
中
国
・前
漢
に
編
纂
さ
れ
た

『
淮
南
子
』巻
四「
墜
形
訓
」で
は
、
麒
麟
は
諸
獣
を
生
ん
だ
と
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
二
匹
の
猿
は「
輩

輩
封
候
」
と
代
々
の
出
世
の
意
味
を
表
わ
す
。
熊
が
何
を
表
す
も
の
か
は
現
段
階
で
は
検
討
中
で

は
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、「
白
象
群
獣
図
」は
他
の
枡
目
画
作
品
に
比
べ
、
中
国
趣
味
の
つ
よ
い
作

(6)
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伊
藤
若
冲
「
枡
目
画
」
作
品
群
に
つ
い
て
の
再
考
―
表
現
技
法
と
主
題
―

品
と
い
え
よ
う
。
本
稿
で
は
、「
枡
目
画
」研
究
上
ほ
と
ん
ど
取
り
上
げ
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
天
竺
と

い
う
異
国
に
着
目
し
た
た
め
、
天
竺
を
中
心
に
言
及
を
行
っ
た
が
、
先
行
研
究
で
小
松
氏
が
紹
介
し

た
唐
風
の
天
竺
を
描
い
た
絵
画
作
品
の
存
在
や
、「
唐
天
竺
」と
い
う
近
代
以
前
か
ら
使
用
さ
れ
る

言
葉
が
あ
る
と
お
り
、
こ
の
二
国
は
分
か
ち
が
た
く
結
び
つ
い
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
江
戸
時
代

の
絵
画
作
品
を
み
る
に
あ
た
っ
て
は
、
近
代
以
降
の「
楽
園
」と
い
う
言
葉
を
用
い
、
南
蛮
趣
味
を
指

摘
す
る
以
前
に
、
そ
れ
ま
で
の
伝
統
的
異
国
観
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

以
上
で
、『
天
竺
徳
兵
衛
物
語
』の
内
容
と「
枡
目
画
」作
品
と
の
近
似
が
明
ら
か
に
で
き
た
と
思

う
。
こ
こ
で
さ
ら
に
、
他
の
若
冲
作
品
か
ら
、
若
冲
自
身
の
天
竺
への
関
心
を
指
摘
し
て
い
こ
う
。

第
三
章

若
冲
と
そ
の
周
辺
に
お
け
る「
天
竺
」

「
松
竹
梅
群
鶴
図
」（個
人
蔵
）並
び
に「
瓢
箪
・牡
丹
図
」（細
見
美
術
館
、
図
１３
）は
、
そ
の
様
式

や
印
章
、
賛
者
で
あ
る
無
染
浄
善
（
一
六
九
三
―
一
七
六
四
）の
生
没
年
か
ら
、
前
者
を
宝
暦
前

半
、
後
者
は
明
和
元
年
を
下
限
と
し
、
宝
暦
後
半
頃
に
制
作
さ
れ
た
作
品
と
考
え
ら
れ
て
い
る

39）

。

宝
暦
年
間
（一
七
五
一
―
一
七
六
四
）に
制
作
さ
れ
た
こ
の
二
つ
の
作
品
に
お
い
て
、
若
冲
は「
伽
羅

越
若
冲
」と
署
名
を
し
て
い
る
。「
伽
羅
越
」と
は
ど
う
い
う
意
味
を
も
つ
の
だ
ろ
う
か
。

「
伽
羅
」と
い
う
言
葉
自
体
は
古
代
の
朝
鮮
国
の
一
つ
や
、
香
木
な
ど
、
非
常
に
多
義
的
で
は
あ

る
が
、『
天
竺
徳
兵
衛
物
語
』で
は
、
伽
羅
は
香
木
と
し
て
記
述
に
頻
出
す
る
。
ま
た
、
伽
羅
が
多
く

生
え
る
場
所
を「
伽
羅
山
」と
呼
ん
で
い
る

40）

。
さ
ら
に
、
伽
羅
は
天
竺
の
人
物
の
名
前
に
よ
く
使
用

さ
れ
る
。「
僧
伽
羅
」と
い
う
、『
大
唐
西
域
記
』巻
五
や
『
今
昔
物
語
集
』巻
十
一
に
登
場
す
る
天

竺
の
商
人
は
、
女
だ
ら
け
の
島
か
ら
唯
一
脱
出
し
た
人
物
で
あ
り
、
こ
れ
は
生
涯
妻
帯
せ
ず
、
女
性

と
の
逸
話
も
聞
こ
え
な
い
若
冲
の
姿
に
重
な
る
と
い
え
る
。
ま
た
、「
仏
説
尸
伽
羅
越
六
方
礼
経
」と

い
う
仏
教
経
典
は「
尸
伽
羅
越
」と
い
う
摩
訶
陀
国
の
在
家
信
者
が
釈
迦
か
ら
教
え
を
受
け
る
と
い

う
内
容
で
あ
り
、
摩
訶
陀
国
は
中
天
竺
に
あ
る
国
と
し
て『
天
竺
徳
兵
衛
物
語
』
に
頻
繁
に
登
場

す
る

41）

。
宝
暦
年
間
に
こ
の
署
名
が
使
用
さ
れ
て
い
る
と
い
う
の
も
、「
天
竺
徳
兵
衛
」が
舞
台
化
さ

れ
た
年
代
と
合
致
す
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
こ
の「
伽
羅
越
若
冲
」は
、
天
竺
へ
の
渡
海
記
を
意
識
し

た
署
名
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
さ
ら
に
、
若
冲
の「
出
山
釈
迦
図
」（個
人
蔵
）の
釈
迦
の

衣
装
は
中
村
惕
斎『
訓
蒙
図
彙
』巻
四
（寛
文
六
（一
七
七
六
）年
）の「
天
竺
」人
の
衣
紋
表
現
に
近

似
し
て
い
る
。
と
は
い
え
、
若
冲
自
身
が『
天
竺
徳
兵
衛
物
語
』そ
の
も
の
に
関
心
が
あ
っ
た
か
は
直

接
的
な
一
次
資
料
が
な
い
以
上
、
詳
ら
か
で
は
な
い
。

し
か
し
、
小
林
氏
が
若
冲
と
の
交
友
関
係
で
挙
げ
た
吉
野
寛
斎
は
異
国
趣
味
の
他
に
、
芝
居
好

き
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
る
。
吉
野
家
が
少
な
く
と
も
二
代
に
渡
っ
て
収
集
し
た
歌
舞
伎
資
料『
許

多
脚
色
帖
』
（文
政
十
（一
八
二
七
）年
頃
、
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
）が
現
存
し
て
お
り
、『
許

多
脚
色
帖
』か
ら
は
宝
暦
期
の
人
形
座
子
供
芝
居
評
判
記
、
明
和
元
年
十
二
月
十
六
日
か
ら
角
座

で
の
歌
舞
伎
番
付
、
寛
政
七
年
九
月
十
五
日
か
ら
角
座
で
の
歌
舞
伎
番
付
に『
天
竺
徳
兵
衛
聞
書

往
来
』
が
見
出
さ
れ
る

42）

。
ま
た
、
大
阪
に
は
天
竺
川
と
い
う
河
川
が
存
在
し
、
秋
里
籬
島『
摂
津

名
所
図
会
』巻
六
（寛
政
八
―
十
年
）に
は「
天
竺
川
」の
名
称
が
確
認
で
き
る
。
昭
和
八
年
の
時
点

で
は
あ
る
が
、「
釈
迦
十
六
羅
漢
図
」が
府
立
大
阪
博
物
場
の
所
有
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
偶
然
と
は
考

え
に
く
い
。
少
な
く
と
も
、
若
冲
と
交
流
を
持
っ
た
同
時
代
の
人
々
に
と
っ
て
天
竺
は「
遠
い
異
国
」

と
し
て
身
近
で
あ
り
、「
枡
目
画
」作
品
、
特
に
屏
風
作
品
を
天
竺
に
結
び
つ
け
て
鑑
賞
し
て
い
た
こ

と
は
明
ら
か
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
同
時
代
の
他
作
品
に
は
、『
天
竺
徳
兵
衛
物
語
』の

記
述
を
参
考
に
し
た
と
考
え
ら
れ
る
作
品
が
存
在
す
る
。「
世
界
四
大
州
・四
十
八
ヵ
国
人
物
図
」

屏
風
（享
保
三
（一
七
一
八
）年
、
神
戸
市
立
博
物
館
、
図
１４
、
１５
）の
左
隻
右
三
扇
南
北
ア
メ
リ

カ
図
は
、
勝
盛
典
子
氏
に
よ
っ
て
フ
ァ
ル
ク
壁
地
図
か
ら
の
写
し
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る

43）

。

し
か
し
、
元
図
か
ら
天
体
が
仏
教
モ
チ
ー
フ
の
天
女
に
変
更
さ
れ
て
い
る
上
、
一
角
獣
の
追
加
や
、

「
孔
雀
は
家
々
に
鶏
の
如
く
飼
ひ
申
し
候
」の
一
節
を
彷
彿
と
さ
せ
る
孔
雀
と
共
に
鶏
が
い
る
よ
う

な
図
様
は
、『
天
竺
徳
兵
衛
物
語
』も
制
作
時
に
参
考
に
し
た
と
と
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
当

時
の
異
国
認
識
に
は
、
伝
統
的
な
三
国
観
が
未
だ
根
強
く
残
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。

さ
ら
に
、
興
味
深
い
こ
と
に
、
弘
化
二
（一
八
四
五
）年
の
奥
書
で
若
冲
没
後
の
記
録
と
な
る
が
、

西
陣
の
紋
屋
・井
関
政
因
編
纂『
西
陣
天
狗
筆
記
』に
は『
天
竺
徳
兵
衛
物
語
』への
記
述
や
そ
の
写

し
が
あ
り
、
織
物
名
と
し
て
天
竺
や
周
辺
の
国
々
の
名
前
が
記
録
さ
れ
て
い
る

44）

。
こ
れ
は
、
十
九

世
紀
半
ば
に
い
た
る
ま
で
、
天
竺
が
織
物
の
輸
入
元
の
異
国
の
一
つ
と
し
て
認
識
さ
れ
続
け
て
い
た

こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
上
、
西
陣
織
物
業
の
人
々
は
よ
く
芝
居
見
物
に
出
か
け
た
と
も
記
さ
れ

て
お
り
、『
天
竺
徳
兵
衛
物
語
』は
、
娯
楽
で
あ
る
芝
居
の
底
本
で
あ
る
と
共
に
、
貴
重
な
異
国
の
情

報
を
伝
え
る
も
の
と
し
て
、
織
物
業
界
に
お
い
て
重
要
視
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
く
み
取
れ
る
。
先
行

研
究
で
指
摘
さ
れ
る
伊
藤
若
冲
と
西
陣
織
物
商
・金
田
忠
兵
衛
と
の
人
的
交
流
や
、
枡
目
画
作
品

の
表
現
技
法
と
染
織
品
の
近
似
性
も
あ
り
、
や
は
り
、
屏
風
作
品
に『
天
竺
徳
兵
衛
物
語
』の
内
容

が
反
映
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
確
か
ら
し
い
と
い
え
る
。
さ
ら
に
、「
枡
目
画
」作
品
群
は
、
伝
統
的
三

国
観
の
う
ち
、
異
国
で
あ
る
天
竺
や
唐
を
描
く
に
あ
た
っ
て
、
祇
園
祭
の
山
鉾
の
懸
装
品
の
よ
う
に

見
る
こ
と
が
で
き
た
り
、
裂
と
し
て
比
較
的
容
易
に
手
に
入
れ
ら
れ
た
り
し
た
、
実
際
の
舶
来
染
織

(7)
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伊
藤
若
冲
「
枡
目
画
」
作
品
群
に
つ
い
て
の
再
考
―
表
現
技
法
と
主
題
― 

品
の
画
面
表
現
を
も
取
り
入
れ
た
も
の
と
し
て
み
な
せ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

こ
れ
ま
で
の
先
行
研
究
で
は
、
中
国
吉
祥
画
題
の「
百
鳥
図
」や
仏
教
主
題
の「
涅
槃
図
」、
舶
載

蘭
書
の
挿
絵
や
見
世
物
小
屋
の
記
録
、
舶
来
織
物
と
い
っ
た
図
様
が
紹
介
さ
れ
て
き
た
が
、
こ
れ
ら

が
混
ぜ
あ
わ
さ
り
、『
天
竺
徳
兵
衛
物
語
』の
よ
う
な
テ
キ
ス
ト
と
結
び
つ
い
た
結
果
、
当
時
の
人
々

が
思
い
描
く
異
国
・唐
天
竺
が
表
れ
た「
枡
目
画
」作
品
が
生
み
出
さ
れ
た
可
能
性
を
提
唱
し
た
い
。 

 

お
わ
り
に 

以
上
で
、
伊
藤
若
冲
の
創
意
と
さ
れ
る「
枡
目
画
」作
品
群
に
つ
い
て
、
そ
の
表
現
技
法
の
候
補
で

あ
っ
た
西
陣
織
下
絵
の
新
資
料
を
紹
介
し
、
泉
論
文
の
批
判
的
継
承
を
行
っ
た
。
ま
た
、「
枡
目
画
」

作
品
の
う
ち「
樹
花
鳥
獣
図
」と「
釈
迦
十
六
羅
漢
図
」の
舞
台
と
な
る
異
国
と
し
て
、『
天
竺
徳
兵

衛
物
語
』を
典
拠
に
新
た
に
天
竺
を
提
示
し
た
。
江
戸
時
代
の
異
国
と
し
て
、
仏
教
国
・天
竺
は
や

は
り
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

〔
付
記
〕 

本
稿
は
、
二
〇
二
〇
年
度
美
術
史
学
会
西
支
部
七
月
例
会
で
発
表
し
た
内
容
に
大
幅
な
修
正
を

加
え
た
も
の
で
あ
る
。 

  

〔
注
〕 

１
） 

泉
美
穂「
伊
藤
若
冲
の「
桝
目
描
」作
品
を
再
考
す
る
―
―
西
陣
織「
正
絵
」と
の
関
係
か
ら
」

『
芸
術
学
学
報
』六
号
、
金
沢
美
術
工
芸
大
学
芸
術
学
研
究
室
、
一
九
九
九
年
。 

２
） 

「
京
都
・西
陣
織『
正
絵
』の
知
ら
れ
ざ
る
芸
術
性
～
織
物
図
案
の
伝
統
・折
衷
・創
作
～
」展

覧
会
、
立
命
館
大
学
ア
ー
ト
・リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
〇
六
年
。 

３
） 

玉
蟲
玲
子「
二
点
の
仮
想
の
楽
園
図
」『
異
彩
の
江
戸
美
術
・仮
想
の
楽
園
』静
岡
県
立
美
術

館
、
一
九
九
七
年
。 

４
） 

山
口
真
理
子「
伊
藤
若
冲
の
桝
目
描
き
鳥
獣
図
屏
風
考
察
：異
国
趣
味
と
博
物
学
の
観
点

か
ら
」『
学
習
院
大
学
人
文
科
学
論
集
』十
六
号
、
学
習
院
大
学
大
学
院
人
文
科
学
研
究
科
、

二
〇
〇
七
年
。 

５
） 

小
林
忠「
伊
藤
若
冲
独
創
の
逸
格
描
法
に
つ
い
て
」『M

U
SE

U
M

』三
五
九
号
、
東
京
国
立
博

物
館
、
一
九
八
一
年
。 

６
） 

佐
藤
康
宏『
日
本
の
美
術
二
五
六 

伊
藤
若
冲
』（至
文
堂
、
一
九
八
七
年
）、『
新
編
名
宝
日

本
の
美
術
二
七 

若
冲
・蕭
白
』（小
学
館
、
一
九
九
一
年
）。 

７
） 

狩
野
博
幸『
若
冲
』紫
紅
社
、
一
九
九
三
年
。 

８
） 

前
掲
注
３
論
文
。 

９
） 

前
掲
注
１
論
文
。 

１０
） 

前
掲
注
４
論
文
。 

１１
） 

『
日
本
国
語
大
辞
典
』第
十
三
巻
（小
学
館
、
一
九
七
二
年
）、
柴
田
隆
行
・石
塚
正
英『
哲 

学
・思
想
翻
訳
語
事
典
』（論
創
社
、
二
〇
一
三
年
）を
参
照
し
た
。 

１２
） 

前
掲
注
三
展
覧
会
図
録
、
前
掲
注
四
論
文
、
藤
井
菜
都
美「「
鳥
獣
花
木
図
屏
風
」の
作
者

を
め
ぐ
っ
て
―
―「
樹
花
鳥
獣
図
屏
風
」と
の
比
較
を
中
心
に
」（『
哲
学
会
誌
』三
三
号
、
学

習
院
大
学
哲
学
会
、
二
〇
〇
九
年
）。
内
山
淳
一「
屏
風
の
な
か
の
動
物
た
ち
―
伊
藤
若
冲

と
そ
の
周
辺
作
品
を
め
ぐ
っ
て
―
」（『
仙
台
市
博
物
館
調
査
研
究
報
告
』三
四
号
、
二
〇
一

三
年
）。 

１３
） 

前
掲
注
３
論
文
。 

１４
） 

前
掲
注
１
論
文
。 

１５
） 

金
田
忠
兵
衛
に
関
し
て
は
佐
々
木
信
三
郎『
西
陣
史
』（芸
艸
堂
、
一
九
三
一
年
）を
参
照
し

た
。
森
充
代「
伊
藤
若
冲
の《
白
象
群
獣
図
》に
つ
い
て
」『
静
岡
県
立
美
術
館
紀
要
』十
七
号
、

二
〇
〇
一
年
。 

１６
） 

主
だ
っ
た
論
文
は
以
下
の
も
の
が
挙
げ
ら
れ
る
。
前
掲
注
十
三
藤
井
論
文
、
佐
藤
康
宏「
若

冲
・蕭
白
と
そ
う
で
な
い
も
の
」（『
美
術
史
論
叢
』二
六
号
、
東
京
大
学
大
学
院
人
文
社
会

系
研
究
科
・文
学
部
美
術
史
研
究
室
、
二
〇
一
〇
年
）、
辻
惟
雄「
伊
藤
若
冲「
鳥
獣
花
木

図
屏
風
」に
つ
い
て 

佐
藤
康
宏
氏
の
問
題
提
起
に
応
じ
る
」（『
国
華
』一
四
二
四
号
、
国
華

社
、
二
〇
一
四
年
）、
佐
藤
康
宏「
プ
ラ
イ
ス
本
鳥
獣
花
木
図
の
作
者
―
―
辻
惟
雄
氏
への

反
論
」（『
国
華
』一
四
三
二
号
、
国
華
社
、
二
〇
一
五
年
）、
佐
藤
康
宏『
絵
は
語
り
始
め
る

だ
ろ
う
か 

日
本
美
術
史
を
創
る
』（羽
鳥
書
店
、
二
〇
一
八
年
、
二
八
一
―
三
〇
八
頁
）。 

１７
） 

前
掲
注
１２
藤
井
論
文
、
前
掲
注
１６
佐
藤
論
文
（二
〇
一
〇
、
二
〇
一
五
、
二
〇
一
八
年
）。 

１８
） 

佐
藤
康
宏『
若
冲
伝
』（河
出
書
房
新
社
、
二
〇
一
九
年
）。『
画
筌
』「
一
碁
盤
割
」の
項
目
。 

１９
） 
七
点
の
年
代
は「
享
保
十
二
年
」「
享
保
拾
八
年
」「
明
和
三
年
」「
寛
政
二
年
」「
文
化
三
年
」

「
天
保
十
一
年
」「
弘
化
三
年
」と
、
十
八
世
紀
か
ら
十
九
世
紀
半
ば
ま
で
広
範
な
年
代
を

と
る
。 
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伊
藤
若
冲
「
枡
目
画
」
作
品
群
に
つ
い
て
の
再
考
―
表
現
技
法
と
主
題
― 

２０
） 

鎌
田
由
美
子『
絨
毯
が
結
ぶ
世
界 

京
都
祇
園
祭
イ
ン
ド
絨
毯
への
道
』名
古
屋
大
学
出
版

会
、
二
〇
一
六
年
。 

２１
） 

前
掲
注
５
論
文
。 

２２
） 

前
掲
注
３
、
注
４
論
文
等
。 

２３
） 
前
掲
注
１
論
文
。 

２４
） 
荒
野
泰
典『
近
世
日
本
と
東
ア
ジ
ア
』東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
八
年
。
ま
た
、
東
ア
ジ

ア
史
の
宮
崎
市
定
氏
は「
イ
ン
ド
の
世
界
史
的
役
割
は
さ
ほ
ど
大
き
く
な
い
」と
述
べ
て
お
り

（「
世
界
史
序
説
」『
ア
ジ
ア
史
論
』中
央
公
論
出
版
社
、
二
〇
〇
二
年
（初
出『
ア
ジ
ア
史
研

究
』第
二
、
一
九
五
九
年
））、
こ
の
よ
う
な
流
れ
が
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
研
究
史
に
お
け
る
イ
ン

ド
の
影
の
薄
さ
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
な
い
だ
ろ
う
か
。
近
世
日
本
美
術
史
に
お
い
て
は
南

蛮
ブ
ー
ム
に
押
し
出
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
（南
蛮
ブ
ー
ム
に
つ
い
て
は
日
高

薫『
異
国
の
表
象
―
近
世
輸
出
漆
器
の
創
造
力
―
』（ブ
リ
ュ
ッ
ケ
、
二
〇
〇
八
年
）を
参
照

し
た
）。 

２５
） 

石
崎
貴
比
古「
世
界
図
に
見
る「
天
竺
」認
識
に
関
す
る
一
考
察
―
16
世
紀
末
～
18
世
紀

初
頭
の
日
本
を
中
心
と
し
て
」『
ク
ァ
ド
ラ
ン
テ : 
四
分
儀
』十
六
号
、
東
京
外
国
語
大
学

海
外
事
情
研
究
所
、
二
〇
一
四
年
。
同『
日
本
に
お
け
る
天
竺
認
識
の
歴
史
的
考
察
』」三

元
社
、
二
〇
二
一
年
。 

２６
） 

小
松
和
彦「
天
竺
観
の
変
容 

お
伽
草
子
か
ら
い
ざ
な
ぎ
流
祭
文
へ」『
日
本
人
の
異
界
観
―

異
界
の
想
像
力
の
根
源
を
探
る
』せ
り
か
書
房
、
二
〇
〇
六
年
。 

２７
） 

金
子
哲
・小
林
誠
司「
宝
永
四
年
記
を
有
す
る「
天
竺
徳
兵
衛
物
語
」写
本
群
に
関
す
る
一

考
察
」『
兵
庫
大
学
論
集
』十
九
号
、
二
〇
一
四
年
。 

２８
） 

『
補
訂
版 

国
書
総
目
録
』（岩
波
書
店
、
一
九
九
〇
年
）を
確
認
す
る
と
、『
天
竺
渡
海
物

語
』、『
天
竺
徳
兵
衛
覚
書
』、『
天
竺
徳
兵
衛
記
』、『
天
竺
徳
兵
衛
渡
天
海
陸
物
語
』、『
天

竺
徳
兵
衛
漂
流
記
』、『
天
竺
物
語
』（『
あ
み
だ
の
本
地
』と
同
名
別
内
容
）等
々
、
多
く
の

写
本
群
の
存
在
が
確
認
で
き
る
。
本
稿
で
は
、
前
掲
三
〇
論
文
に
な
ら
い
、『
天
竺
徳
兵
衛

物
語
』と
呼
称
す
る
。 

２９
） 

『
天
竺
徳
兵
衛
物
語
』で
は「
し
や
む
国
」（タ
イ
）、「
ち
や
ん
ぱ
」（占
城
、
ベ
ト
ナ
ム
）や
「
か

ぼ
う
ち
や
」（カ
ン
ボ
ジ
ア
）と
い
っ
た
東
南
ア
ジ
ア
の
国
々
の
名
前
が
挙
が
る
が
、
仏
教
説
話

が
入
り
込
み
混
乱
し
た
内
容
に
な
っ
て
い
る
。 

３０
） 

本
資
料
は
廣
瀬
千
紗
子
氏
に
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。
翻
刻
に
あ
た
っ
て
は
、
国
立
国
会
図
書

館
所
蔵
本
（文
化
元
（一
八
〇
四
）年
版
行
）を
用
い
、
振
り
仮
名
は
省
略
し
た
。 

３１
） 

鵜
飼
伴
子『
四
代
目
鶴
屋
南
北
論
―
悪
人
劇
の
系
譜
と
趣
向
を
中
心
に
』風
間
書
房
、
二

〇
〇
五
年
。 

３２
） 『
天
竺
徳
兵
衛
聞
書
往
来
』の
四
ツ
目
で
は
、
謀
反
人
の
娘
・柏
木
が
肉
体
を
鶏
の
魂
に
支
配

さ
れ
、
生
き
な
が
ら
鶏
に
な
る
業
苦
を
抱
え
る
く
だ
り
が
あ
る
。「
鶏
の
画
家
」若
冲
を
考

慮
す
る
に
あ
た
っ
て
、
同
時
代
の
鶏
を
巡
る
物
語
の
一
つ
と
し
て
留
意
し
た
い
。 

３３
） 

日
野
龍
夫「
近
世
文
学
に
現
わ
れ
た
異
国
像
」朝
尾
直
弘
編『
日
本
の
近
世
』「
世
界
史
の
な

か
の
近
世
」第
一
巻
、
中
央
公
論
新
社
、
一
九
九
一
年
。 

３４
） 

伊
藤
静
香「
異
国
情
報
の
受
容
と
展
開
―
天
竺
徳
兵
衛
渡
海
譚
を
事
例
に
―
」『
書
物
・出

版
と
社
会
変
容
』二
七
号
、「
書
物
・出
版
と
社
会
変
容
」研
究
会
、
二
〇
二
一
年
。 

３５
） 「
徳
兵
衛
天
竺
物
語
」山
下
恒
夫
編『
石
井
研
堂
こ
れ
く
し
ょ
ん 

江
戸
漂
流
記
総
集
』第
一

巻
（日
本
評
論
社
、
一
九
九
二
年
）所
載
の
翻
刻
文
を
本
稿
で
は
参
照
し
た
。 

３６
） 「
一
、
都
よ
り
四
十
里
川
上
に
霊
鷲
山
こ
れ
あ
り
、
（中
略
）こ
の
処
の
大
な
る
岩
見
へ申
し
候
、

こ
の
岩
山
に
て
、
釈
迦
如
来
語
説
法
成
さ
れ
候
（中
略
）こ
れ
よ
り
四
十
三
里
川
上
に
て
、

座
禅
石
と
て
大
岩
あ
り
、
こ
の
岩
の
高
さ
三
十
二
町
こ
れ
あ
る
よ
し
、
こ
の
岩
は
り
う
さ
川

の
中
へお
ゝ
ひ
か
ゝ
り
居
り
申
し
候
、
こ
の
岩
の
上
に
て
、
諸
仏
座
禅
遊
ば
さ
れ
候
よ
し
に
て
、

即
ち
座
禅
岩
と
申
し
候
」（前
掲
３５
所
載
翻
刻
文
引
用
） 

３７
） 

（前
掲
３５
所
載
翻
刻
文
引
用
） 

３８
） 

田
沢
裕
賀「
鳥
獣
花
木
図
」解
説『
プ
ラ
イ
ス
コ
レ
ク
シ
ョ
ン 

若
冲
と
江
戸
絵
画
』東
京
国
立

博
物
館
、
二
〇
〇
六
年
。 

３９
） 

前
掲
注
５
書
、『
生
誕
三
百
年 

同
い
年
の
天
才
絵
師 

若
冲
と
蕪
村
』展
覧
会
図
録
（ミ
ホ
・

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
、
二
〇
一
五
年
）の
作
品
解
説
を
参
照
し
た
。 

４０
） 「
一
、
き
や
ら
（伽
羅
）山
は
、
中
天
竺
ち
や
屋
、
ろ
く
こ
ん
の
き
や
ら
山
と
申
し
候
て
、
こ
の

所
よ
り
、
大
分
出
で
申
し
候
（こ
の
外
、
る
そ
ん
、
か
ぼ
う
ち
や
よ
り
も
出
で
し
候
。
別
本
）」

（前
掲
３６
所
載
翻
刻
文
引
用
）「
一
、
ま
か
た
国
に
も
、
伽
羅
山
と
申
す
林
御
座
候
、
伽
羅

は
八
月
（三
月 

別
本
）口
切
り
候
へば
、
来
年
の
三
月
頃
ま
で
、
上
の
か
わ
を
去
り
、
悪
し

き
処
を
ぢ
ん
ま
な
は
ん
と
仕
り
、
し
ん
能
き
処
を
き
や
羅
と
申
し
候
」（前
掲
３６
所
載
翻

刻
文
引
用
） 

４１
） 「
仏
説
尸
伽
羅
越
六
方
礼
経
」は
伊
藤
紫
織
氏
に
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。 

４２
） 

芸
能
史
研
究
会
編『
日
本
庶
民
文
化
史
料
集
成
』第
十
四
巻
、
第
十
五
巻
、
別
冊
（三
一
書
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伊
藤
若
冲
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目
画
」
作
品
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考
―
表
現
技
法
と
主
題
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房
、
一
九
七
三
―
一
九
七
八
年
）、『
日
英
交
流
大
坂
歌
舞
伎
展
―
上
方
役
者
絵
と
都
市

文
化
―
』（大
阪
市
歴
史
博
物
館
・早
稲
田
大
学
坪
内
博
士
記
念
演
劇
博
物
館
、
二
〇
〇

五
年
）。
ま
た
、
伊
藤
若
冲
は
現
在
ま
で
続
く「
壬
生
大
念
仏
狂
言
」に
面
を
奉
納
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
芝
居
に
一
切
興
味
が
な
か
っ
た
と
は
判
じ
が
た
い
。 

４３
） 
本
屏
風
作
品
に
つ
い
て
は
福
士
雄
也
氏
か
ら
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。
勝
盛
典
子「
世
界
四
大

州
図
・四
十
八
ヵ
国
人
物
図
屏
風
考
―
典
拠
と
成
立
事
情
を
め
ぐ
っ
て
」『
神
戸
市
立
博
物

館
』研
究
紀
要
第
三
一
号
、
二
〇
一
五
年
。 

４４
） 

「
翁
草
三
十
五
巻
目
云 

一 

播
州
高
砂
ニ
、
異
名
天
竺
徳
兵
衛
と
い
ふ
者
あ
り
。
若
年
之

頃
よ
り
天
竺
へ渡
り
、
海
陸
覚
江
粗
書
付
、
本
朝
へ帰
り
、
宝
永
四
、
生
年
八
十
九
才 

元

和
五
年 

申
年
生
れ 
な
り
。
今
ハ
法
体
し
て
、
宗
心
と
て
大
坂
上
塩
町
に
住
居
候
よ
し
。

右
徳
兵
衛
噺
に
、
往
古
は
日
本
よ
り
御
免
に
て
、
天
竺
と
売
買
致
す
衆
中
有
之
。
角
倉
与

市
・茶
屋
四
郎
次
郎
・平
野
屋
平
次
郎
・加
古
屋
・紅
屋
、
是
天
竺
御
免
之
商
人
。
私
ハ
角
倉

与
市
商
船
頭
ニ
而
、
前
橋
清
兵
衛
と
申
者
に
被
雇
、
十
五
才
よ
り
乗
船
致
、
渡
天
致
候
」

（原
田
伴
彦
・立
川
洋
校
注「
西
陣
天
狗
筆
記
」『
日
本
都
市
生
活
史
料
集
成
一 

三
都
篇
』

（学
習
研
究
社
、
一
九
七
五
年
）の
翻
刻
文
を
参
照
、
引
用
し
た
） 

 

図
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図１ 「白象群獣図」個人蔵 

図２ 「樹花鳥獣図」静岡県立美術館 
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図４ 「西陣織下絵１７点」（額装・貼付） 

西陣織物館 

図５ 図４部分 

「明和三年」縦 12.2 ㎝×横 12.4 ㎝ 

図６ 図４下絵 部分 

図７ 「白象群獣図」部分 

図３ 「釈迦十六羅漢図」（所在不明） 
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図９ 「西陣織帯図案」線有り 縦 49.2 ㎝×横 34.4 ㎝ 

昭和初期～中期、個人蔵 

図８ 「西陣織帯図案」線無し 縦 51.5 ㎝×横 35.0 ㎝  

昭和初期～中期、個人蔵 

図１０ 『播磨名所巡覧図会』巻三、 

暹羅国の図 

国立国会図書館本 

図１1 一角獣 

（「樹花鳥獣図」右隻２扇目部分） 

図１2 葛叔英「栗鼠図」 

東京国立博物館 
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１
０
） 

 

図１3 「瓢箪・牡丹図」部分 

細見美術館 

図１４ 右下に一角獣の追加 

「世界四大州・四十八ヵ国人物図」部分 

神戸市立博物館 

図１５ 建物の前に孔雀と鶏 

「世界四大州・四十八ヵ国人物図」部分 

神戸市立博物館 
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